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はじめに 

日本の住宅では高気密・高断熱化が進み、省エネルギ

ーが実現された一方で、不適切な設計や施工により結露

やカビなどの問題が生じる場合がある。特に木造住宅で

は木材の腐食という重大な問題の可能性がある1)。内部結

露による問題が顕著な北海道のような寒冷地の木造建物

では、防湿シートが内部結露防止に効果を発揮している。 
しかし、日本は地域による気象条件の違いが大きいの

で、各工法がその地域にふさわしいかどうかをシミュレ

ーション等で確認する必要がある2) 3) 4)。筆者らは、次世代

省エネルギー基準5)の IV 地区では、同じ地域区分にあり
ながら、防湿シートが必要な都市とそうでない都市が混

在しているという解析ケースを報告した6)。そこで本研究

では、IV 地区に分類される数都市において、防湿シート
の有無が木造住宅の壁体内部湿気性状に与える影響を明

らかにすることを目的とし非定常解析を実施した。 
 
方法 

非定常解析プログラム 

非定常での 1 次元熱湿気同時移動を解析できるヴーフ
ィプロ 4.1日本版（WUFI Pro 4.1 for Japan: フラウンホー
ファー建築物理研究所）を用いた7)。 

 
構造 

壁体は屋外側より、外装仕上げ－通気層－合板－住宅

用グラスウール (断熱材：以下 GW)－ポリエチレン防湿
シート（PE）－石膏ボードを想定した。Table 1に各建材
の物性値を示す。 

 
気象条件 

対象地域は次世代基準の IV 地域区分から９都市（新潟
市、金沢市、前橋市、東京都、名古屋市、大阪市、広島

市、徳島市、熊本市）を選択した。気象条件は拡張アメ

ダス気象データ（日本建築学会編）8)を基に WUFI 用に変
換された WUFI 付属データを用いた。室内温湿度は 2 月
15 日に最低 20℃･40%RH、8 月 15 日に最高 28℃･60%RH
を示すサインカーブとなるよう設定した。 

 

その他の条件 

分析開始時には、各地域の平均湿度の時の各建材の含

水率を設定した。また、温度はすべての建材に一律で各

地域の平均温度を与えた。分析は経年の水分蓄積を確認

するために、3 年分実施した。建物の向きは南向き、10m
までの高さの戸建て建物を想定した。 

 
結果および考察 

含水率 

含水率が経年で上昇すると水分蓄積の可能性があると

して不適切な工法と判断できるが、本結果ではすべての

条件で水分の蓄積は見られなかった。 
 

相対湿度 

シートなしの場合、新潟市、金沢市、前橋市において、

断熱材グラスウール屋外側が 80%RH 以上の高湿度を示し
た（Fig. 2参照）。これらの都市で防湿シートを設置すると、
同じ場所での湿度が 805RH 以下で推移した。その他の都
市ではシートなしでも 80%RH 以下で推移した。このよう
に、寒冷地では防湿シートの設置が必要であることが確

認された。 
 
一方、防湿シートを設置する場合、シート屋外側で夏

季 80%RH 以上の高湿度になるケースが認められた。この
うち、全 80%RH を超えたデータが多かった（全解析時間
の４%から 7%程度）徳島市、熊本市の相対湿度変化をFig. 
3に示す。これらの都市ではシートの無い場合、80%RH
以上になる部位はほとんど無かった。このように、同じ

IV 地区でも防湿シートを設置するとかえって夏季に壁体
内を高湿にする場合があることを示した。 
また、金沢市では、本解析条件下でシートなしで冬季

の高湿度、シートありで短くはあったが夏季の高湿度の

両方が認められた。その場合、周囲の湿度に伴い湿気の

通しにくさが変化するシート等を使用する工夫が必要で

あると考えられる。 
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結論 

本研究では次世代省エネルギー基準 IV 地域において、
木造建物の防湿シートの有無が、壁体内部湿気性状に与

える影響を明らかにすることを目的とし、非定常熱湿気

同時移動解析を実施し、以下の結論を得た。 
・ 壁体に水分の蓄積は認められなかった。 
・ シートなしの場合、新潟市、金沢市、前橋市で、断

熱材屋外側が 80%RH以上の高湿度を示し、その他の
都市ではシートなしでも 80%RH以下で推移した。 

・ 防湿シートを設置すると、シート屋外側で夏季

80%RH 以上の高湿度になるケースが認められ、同じ
IV 地区でも蒸暑地区では防湿シートを設置するとか
えって夏季に壁体内を高湿にする場合があることを

示した。 
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Fig. 1 解析モデル 
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Fig. 2 シートなしで冬季に高湿度となった 3都市（新潟市、金

沢市、前橋市）の断熱材（グラスウール）屋外側湿度変化 
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Fig. 3 シートありで夏季に高湿度となった徳島市、熊本市の 

防湿シート屋外側湿度変化 
 

種類 透湿防水層 合板 断熱材GW PE 石膏ボード

密度 (kg/m3) 130 500 60 130 850

空隙率 (m3/m3) 0.0010 0.5000 0.9500 0.0010 0.6500
熱容量 (J/kgK) 2300 1500 850 2300 850
熱伝導率 (W/mK) 2.30 0.10 0.04 2.30 0.20
水蒸気拡散抵抗係数(-) 100.0 700.0 1.3 500000.0 8.3
GW：住宅用グラスウール、PE：ポリエチレンシート

Table 1 建材物性値 


